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暗

h附政無線蹄の霊予算可ぜ
昭
和
五
十
五
年
六
月

定

例

会

日

程

六
一
一
ム
月
一
悶
臨
時
時

剖
国
勢

庁
属
間

四
一
金
一
銘
説
書

五
一
土
一
倍
常
任
委
員

土
月
一
錨
常
任
言

八

一

火

一

門

誌

七

六
月
定
例
会
は
、
六
月
三
十
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
を
七
月
八
日
ま
で
の
九
臼
間
と
決
め
、
正
副
議
長
の

選
挙
を
行
い
、
内
藤
源
一
氏
が
議
長
に
、
土
屋
直
氏
が
副
議
長
に
選
出
さ
れ
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
甲
府

市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
等
の
専
決
処
分
七
件
、
補
正
予
算
一
一
件
、
条
例
改
正
四
件
、
監
査
委
員

の
選
任
等
の
人
事
案
件
三
件
、
そ
の
他
十
一
件
の
合
計
二
十
七
件
を
当
局
原
案
の
と
お
り
可
決
、
承
認
並
び

に
同
意
す
る
こ
と
に
決
し
、
ま
た
常
任
委
員
の
改
選
、
特
別
委
員
会
の
補
欠
委
員
の
選
任
、
甲
府
市
・
玉
穂

村
中
学
校
組
合
議
会
並
び
に
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
の
補
欠
議
員
の
選
挙
等
を
行
っ
て
、
七
月

八
日
に
閉
会
し
た
。

世
間
な
く
決
ま
り
ま
し
た
。
一
別
委
員
会
補
欠
委
員
一
名
の
選

ム
「
議
会
で
の
一
般
質
問
は
、

一任
及
び
任
期
満
了
に
伴
う
常
任

七
月
二
日
か
ら
四
固
ま
で
の
三
一
委
員
の
改
還
を
行
い
ま
し
た
。

日
聞
に
わ
た
り
、
各
会
派
代
表
一
ま
た
、
岡
田
市
長
か
ら
人
事

の
八
名
の
議
員
が
、
市
長
の
政
一
案
件
二
件
が
追
加
提
案
さ
れ
、

治
資
勢
、
新
総
合
計
画
事
業
の
一当
局
原
案
の
と
お
り
全
会

一
致

推
進
、
東
海
神
大
地
震
に
対
一
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
設
後
に

す
る
防
災
施
設
整
備
に
つ
い
て
一
甲
府
市

・
玉
穂
村
中
学
校
組
合

一等
の
論
議
が
交
わ
さ
れ
ま
し
一
議
会
並
び
に
甲
府
地
区
広
域
行

六
月
定
例
会
は
、
石
丸
前
副
一
委
員
に
つ
い
て
も
堀
内
光
雄
氏
一
の
損
害
賠
償
額
の
決
定
等
で
あ
一
物
共
済
等
の
恒
事
戻
し
の
補
正
一

一

一

一

一

一

式

。

一

政

事

務

組

合

議

会

の

補

欠

議

員

議
長
の
議
員
辞
職

(六
月
二
日
一
の
辞
任
に
伴
い
、
新
た
に
小
林

一

り

ま

す

。

一

で

、
総
額
二
億
四
千
万
円
を
超
一

一

一

一

一

一

ま

た

、

本

定

例

会

最

終

日

に

一

の

選

挙

を

指

名

推

せ

ん

に

よ

り

付
)
に
伴
っ
て
、
副
議
長
が
空
一
匡
氏

(
日
本
社
会
党
〉
を
選
任
一
ま
た
、
条
例
案
は
、
母
子
寮

一

え

る

補

正

額

と

な

っ

て

お

り

ま

一

一

一

一

一

一

、

甲

府

駅

近

代

化

促

進

並

び

一

行

い

、

す

べ

て

の

議

事

を

終

了

席
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
冒

頭

一

す

る

議

案

が

提

出

さ

れ

、

全

会

一

入

寮

者

の

生

活

環

境

の

整

備

及

一

す

。

一

一

一

一

一

一

に

交

通

問

胞

に

関

す

る

調

査

特

一

し

ま

し

た

。

ま
ず
、
副
議
長
の
選
挙
が
、
ま
一
一
致
を
も
っ
て
同
意
す
る
こ
と
一び

入

寮

希

望

者

の

減

少

に

伴

う

一

こ

の

ほ

か

の

案

件

は

、

鉄

化

一

-

た
、
そ
れ
に
合
わ
せ
引
き
続
き
一
に
決
し
ま
し
た
。
以
上
の
よ
う
一
収
容
定
数
の
改
正
、
母
子
家
庭
一
石
に
係
る
和
解
と
損
害
賠
償
額
一

3

t
J
f

y

、
〈
E
J
-〉

h
e
(
eJ
e
・、

議
長
辞
職
に
伴
う
議
長
選
挙
も
一
に
議
会
構
成
を
終
え
た
の
ち
、
一
児
童
の
医
療
費
軽
減
の
た
め
の
一
の
決
定
、
小
中
学
校
の
増
益
一
織
会

主

左

委

主

て

ト

本

主

走

行
な
わ
れ
、
い
ず
れ
も
指
名
捻
一
直
ち
に
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
豆
給
期
限
の
延
長
等
の

一
部
改
古
事
三
件
、
大
津
終
末
処
理
場
一

選

出

島

至

芸

E
E
--U
ノ
キ
巨

E

選
に
よ
り
、
第
六
十
一
代
議
長
一
た
綴
案
の
説
明
に
入
り
ま
し
一
正
で
あ
り
ま
す
。
一
設
備
工
事
三
件
、
市
道
路
線
の
一

に

内

藤

源

一

足

(

政

和

会

〉

、

一

た

。

一

さ

ら

に

、

補

正

予

算

は

、

二

認

定

等

で

す

。

一

/

氏

一
を
も
っ
て
同
意
す
る
こ
と
に
決

第
七
十
二
代
副
議
長
に
土
屋
直
一
ま
ず
、
専
決
処
分
に
つ
い
て
一
般
会
計
で
は
特
別
養
護
老
人
ホ
一
緩
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
盟
国
A

一

h
Z
月

1
λ
，

匡

一
し
ま
し
及
。

れれ
d
h
u
r
M
U
げ一円
r
M
臨
時
十
融
制
れ
一
十
れ
M
U
1
M
M
枝
問
問
一
時
U
M
M
訂
以
十
日
一

pp
抗

N
W
土

れれ刊日明
M

目下十

た
。
ま
た
、
議
会
選
出
の
監
査
一等
の
経
費
の
補
正
、
交
通
事
故
一
え
、
甲
府
地
域
防
災
計
画
に
よ
一
託
さ
れ
、
民
生
、
水
道
は
五
日
一

司

4
一
三
号
、
名
鉄
教
修
所
修
了
。

一
る
防
災
無
線
網
を
三
ヶ
年
計
画
一

に
、
総
務
、
建
設
経
済
は
五
日
一
議
会
選
出
の
監
査
委
員
堀
内
一
市
議
会
議
員
二
期
、
民
生
委
員

一
で
設
置
し
て
い
く
初
年
度
補
正
一
か
ら
七
日
ま
で
委
員
会
審
査
が
一
光
雄
氏
の
辞
任
に
伴
い
新
た
に
一
長
、
条
例
特
別
委
員
会
、
甲
府

一
等
の
補
正
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
一
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
八
日
の
本
一
小
林
匡
氏
を
選
任
す
る
議
案
が
-
駅
近
代
化
特
別
委
員
会
各
副
委

一
農
業
共
済
事
業
会
計
は
、
農
作
一
会
議
で
当
局
原
案
の
と
お
り
異
一
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
全
会
一
致
一
員
長
、
社
会
党
、
五
十
六
才
。

一
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一

年

国

体

等

々

着

々

と

そ

の

実

現

活

の

安

定

を

ひ

た

す

ら

願

い

、

一

就

任

あ

い

さ

つ

に
向
け
て
動
い
て
お
り
ま
す
。
警
を
も
っ
て
問
題
の
解
決
に

一

本

市

に

お

い

て

は

、

街

祉

の

今

後

扱

善

の

努

力

を

傾

注

し

な

混

一

甲

府

市

議

会

議

長

内

藤

源

一

向

上

、

都

市

基

盤

の

整

備

、

産

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

決

意

を

新

一

業

娠

興

及

び

生

活

環

境

の

整

悩

た

に

す

る

も

の

で

あ

り

ま

す

。

状

一

甲

府

市
議
会
副
議
長

土

屋

直

一

を

主

要

な

施

策

と

し

て

そ

の

成

「

清

潔

、

明

朗

」

は

私

た

ち

査

一

V

司

び
に
副
議
長
に
就
任
す
る
こ
と

果
を
着
々
と
あ
げ
つ
つ
あ
る
こ
の
信
条
で
あ
り
ま
す
。
公
平
無

'
一

h

・曙Ee，
、

，

長

!

に

な
り
ま
し
た
。
誠
に
感
激
で
と
は
、
ひ
と
え
に
市
民
の
皆
さ
私
、
当
局
と
議
会
が

一
体
と
な

一
四

T
3
4
z・
;

あ
り
ま
す
。
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
る
り
ま
さ
に
車
の
両
輸
と
し
て、

場
一

F
e
μ

仁、4

一
d
z
ド
レ
官
ι‘
磁

八
0
年
代
地
方
の
時
代
を
迎
賜
で
あ
り
ま
し
て
ご
同
疫
の
至
市
行
政
の
推
進
の
た
め
円
満
な

峰

一

4
1a

司

司

内

え
甲
府
市
が
首
都
圏
の
な
か
で
り
と
存
ず
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
議
会
運
営
に
誠
意
を
尽
く
し
て

-

P

直

の
中
該
都
市
と

し

て

、

そ

の

占

す

。

ま

い

り

ま

す

。

也、a『
a
'
h，
長

め
る
役
割
は
大
き
く
、
そ
の
果
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
実
現
正
し
い
議
会
連
醤
は
似
り
な

・1
ヨゆ
m

E

た
す
資
任
も
ま
た
重
要
で
あ
り
の
た
め
の
住
民
の
願
い
は
広
く
い
本
市
の
発
展
に
直
結
す
る
か

a
F

今
福
1

昼

，

ar--
、，.. 司副
ま

す

。

多

繊

化

し

い

ろ

い

ろ

な

方

面

に

ら

で

あ

り

ま

す

。

司

土

長
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
及
ん
で
お
り
ま
す
が
、
そ
の
す
ど
う
か
市
民
の
皆
さ
ん
、

市

六
月
定
例
会
で
私
た
ち
は
、
甲
府
刑
務
所
の
移
転
も
す
で
に
べ
て
を
解
決
す
る
こ
と
は
大
変
政
発
展
に
今
後

一
一
胞
の
ご
支
援

全
会

一
致
の
ご
推
せ
ん
を
え
て
絡
わ
り
、
中
央
高
速
道
路
、荒
川

で
あ
り
ま
す
。
‘
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

栄
嘗
あ
る
甲
府
市
議
会
議

6月定例会

議会概要ほか

一般質問。

委員会の審査状況

}まヵ、

新常任委員の紹介

+紙面あんない+

l頁

2頁

3頁

4頁

議
長
に
内
藤
源

氏

副

議

長

に

土

屋

直

氏

官 l l 出
氏

藤源ー内 交泌開題府駅甲 准守す長 付けを固 昭たま、欠委員に 死た亡し昭和五 ノ4司A、沢川 川田 西野

政光 正 Tけょ

一寸春安一 闘 勇 経 修 久 る
名

定昭 iij別 12ぺ 十 平
公 党本社会日 政 日 明 新 会 例和 委 て十 内 幸 委

共本 政 政
友明 和 クク 互E 辞任 辞職五年 敏;吉 郎太五月

一一会」一党 会 1 産2一一一 プラ フラ
派 会+|Lh員 を七日十 員ム 承月をの八 の
質 後のに 再 認三、補日

i1if 引っ新て君主喜一~， i3!t 'J' … !とわ鋼一重勺
質 五 寸 E 委 決致すとし 選

に 工業 て い総合計 年進暫て学亮 ) 行育員長の合総い府いも部 つ 問年 まに 員 Lをるした 任
つ の 体制とて セ設整備 神度子に館分 助鐙庖商に のの側 て刑てな市の所の い 問 し小 まもこて石

い に題問 ン大つ つ政意勢政姿治 連計務う民公て
要 4 た 河 しっと、 川

てにつ 画タ算い館のい に函所ヒ夜 の ハ 。原の たてに 飯 元 に

鼠序 喜宝飾つ いに 議容加員 事業|l| | iに選執行て活動 E保護て♀護査 つの 跡 館塁ン詰問 書 正 変T占子 。意同つ 田 啓
いてつ 改造 つに の に い推地 F に営の 要 旨月 平 | し 祥 氏 同

はに て い の いす対に の速に 財ににて進とのの I つ梁運選挙 議 更 すて 雄 の 立
っ て にてつ 用つ政 つ つ 設建いに 旨

司 、氏 補

質思~ い の っい I に推進Iつ るい 極積的 にい 例特いい 国却既設て R 員が 。こ 全 を欠 '思ー‘

て育 て つに い紡て って てて体ににに て 動 決 と員選委
ま に 一任 員
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と
っ
て
も
大
き
な
問
題
で
あ
り
一図
り
、
無
煙
、
無
臭
の
施
設
に
一製
製
品
の
開
発
を
進
め
て
お
り
一画
策
定
と
の
関
連
は
ど
う
か
。

一考
え
で
あ
る
。
特
に
北
部
に
つ

整
備
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

一改
普
す
る
方
向
で
慎
重
に
検
討
一業
界
と
し
て
も
前
向
き
に
取
り
一
答
北
部
山
岳
地
域
振
興
計
一い
て
は
本
年
度
建
設
す
る
北
部

地
区
住
民
の
ご
理
解
が
得
ら
一を
し
て
い
き
た
い
。

一組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
二

酉
は
、
千
代
田
、
能
泉
、
宮
本
一市
民
セ
ン

F
1
に
窓
口
セ

ン
タ

問
広
域
市
町
村
圏
総
合
計
一れ
る
な
ら
ば
施
設
の
近
代
化
を

一

一

市
と
し
て
も
、
と
の
よ
う
な
一地
域
の
生
活
環
境
、
産
業
、
福
一ー
を
開
設
す
る
予
定
で
あ
る
。

固
に
お
け
る
火
葬
場
の
建
設
計
一

一業
界
の
姿
勢
を
高
く
評
価
し
全
一祉
、
教
育
、
文
化
等
総
合
的
に
一
塁
置
の
連
絡
所
に
窓
口
を
閲

画

は

ど

う

な

っ

て

い

る

か

。

一

八

観

光

・

宝

飾

問

題

〉

一面
的
な
協
力
支
援
を
行
っ
て
い
一と
ら
え
、
今
後
乙
の
地
践
を
ど
一
設
す
る
と
提
案
に
つ
い
て
は
、

答
火
葬
場
建
設
は
広
域
市
一

一る
と
と
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
今
一の
よ
う
に
発
展
さ
せ
る
べ
き
か
一
東
西
南
北
の
窓
口
セ
ン

F
1
計

一

一後
の
物
産
と
観
光
展
に
つ
い
て
一を
住
民
主
体
と
な
っ
て
計
画
を
一
画
が
あ
る
の
で
、
乙
の
開
設
は

町
村
圏
の
な
か
で
重
要
な
問
題
一

一

一

一

と
し
て
取
り
上
げ
、
い
ろ
い
ろ
一
観
光
と
宝
飾
産
業

一路
拡
張
の
た
め
、
事
業
を
展
開
一も
宝
石
の
街

・
甲
府
の
イ
メ
1
一策
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

一現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
は
い
な

な
M
M
U
U諮
れ

は

じ

の

、

対

応

策

は

一け
1
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ち
品
目
四
日
目
片
日
一
に
吋
お

M
M
i
u目
前
日
一ぃ
十
他
市
町
で
市
民
対
応
の

意
見
調
整
が
は
か
れ
ず
そ
の
見
一
間
観
光
行
政
と
宝
飾
産
業
一
特
に
研
麿
宝
飾
業
界
は
、
昨
一
て

1
新
党
の
展
示
即
売
が
で
一の
把
握
を
行
い
本
年
度
は
、
行
一市
民
需
要
に
ζ

た
え
る
た
め
夜

通
し
は
極
め
て
困
難
な
状
況
で
一
の
育
成
に
つ
い
て
。

一年
度
か
ら
産
地
振
興
仲
間
に
基
づ
一
き

f
zア
図
る
必
要
が
あ
る
一政
、
市
民
、
学
識
経
験
者
に
よ
一間
業
務
を
実
施
し
て
い
る
が
、

あ
る
。

一
答
宝
飾
産
業
は
、
本
市
の
一
く
産
地
指
定
を
う
け
新
商
品
、
一
と
考
え
て
い
る
。
一
る
計
画
策
定
委
員
会
主
量
一乙
の
発
想
に
つ
い
て
は
、
非
常

一
方
、
現
状
の
施
設
を
ζ

の
一
地
場
産
業
の
璽
霊
重
で
あ
る
一新
技
術
の
開
発
や
需
要
の
開
拓
一

一し
、
構
想
及
び
計
画
の
策
定
を
一に
関
心
を
も
っ
て
い
る
。
今
後

一

一

一

北

部
鍍

興

計

画

と

一

?

一

職

員

組

合

と

の

協

議

も

必

要

で

ま
ま
放
置
す
る
乙
と
は
地
域
に
一
の
で
積
極
的
な
宣
伝
活
動
や
販
一
な
ど
も
積
極
的
に
推
進
し
な
け
一

一行

う

一

展
示
場
を
も
っ
物
産
会
館
等
を

6
1
2目に‘
.
.
.
 一れ
ば
な
ら
な
い
。
昨
年
は
、
新
一

観

光

開

発

一

ま
た
、
観
光
量
計
画
は
、

一あ
る
の
で
と
提
示
い
た
だ
い
た

考

え

て

い

る

。

噛

銅

檀

圃

国

国

回

国

E
E
F川
崎

蝿

圃

・

一潟
県
の
津
食
器
メ
ー
カ
ー
と
の

一

一

振
興
計
画
の
項
目
と
し
て
計
画
一
業
務
対
応
に
つ
い
て
は
、
十
分

こ
の
う
ち
文
化
ホ
l
y
に

つ

頃

凶

薗

園

田

園

圃

圃

圏

層

S
岨

凶

・

・

一

提

携
、
ま
た
こ
の
ほ
ど
富
山
県
一
問
北
部
山
岳
地
域
援
興
計
一の
な
か
に
組
み
込
ん
で
い
く
考
古
副
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

間
本
市
が
建
設
す
る
総
合
で計
画
を
具
体
化
す
る
た
め
、
全
い
て
は
、
県
の
文
化
ホ

1
Z

仏
協
園
田
圃
園
田
園

CEE---周
一高
岡
市
の
銅
器
業
界
と
の
複
合
一画
の
推
進
状
況
と
観
光
基
本
計
一え

で

あ

る

。

一

図

書

室

を

北

部

市

民

一
市
民
会
館
の
性
格
と
建
設
の
見
一月
中
に
は
市
民
委
員
会
を
設
置
一の
機
能
分
号
、
物
産
会
館
に
一

問

地

元

の

永

年

の

願

望

で

罵

園

開

薗

園

圃

醐

僻

司

a掴
一

!

I

l

l

i

-

-

1

1

一

一
通
し
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

一し
て
各
界
の
意
見
、
要
望
を
周
一つ
い
て
は
、
山
梨
県
特
産
振
興

7
3
E豊
富

柔

道

に

凶

勧

陵

闘

臨

園

田

副

mt圃圏
一

公

共

事

業

の

代

替

地

に

一聞
は
、
一
般
公
募
を
行
う
期
間
一

セ

ン

タ

ー

に

併

設

よ
一
答
現
在
、
県
が
計
画
し
て
一く
こ
と
に
し
て
い
る
。

一協
会
の
物
産
会
館
構
想
と
の
関
一つ

い

て

川

飲

料

水

の

確

保

品

調

副

岡

国

園

調

幽

画

一

一

と
す
る
が
、
分
譲
計
画
を
短
縮
一
問
草
地
域
市
民
セ
ン
タ

討

立

た

が

軒

立

盟

行

日

口

惜

し

i来
空

計

共

必

歯

R
B魁
況

一

優

-

先

分

譲

一げ

は

ー

に

は

、

こ

の

期

間

と

一

詰

月

五

六
一
ホ
l
ハ
を
も
っ
施
設
が
決
定
有
用
で
き
る
市
民
ホ
l
y
的
施
一
内
容
、
規
模
等
に
つ
い
て
は
一
開
始
す
る
予
定
の
帯
那
地
区
簡
仙
台
勃
幽
週
咽
闘
制
組
閣
圃
圃
園
田
園
守
よ
問
旧
甲
府
刑
務
所
跡
地
の
一
と
を
考
え
て
い
る
。
一
さ
ら
に
当
該
街
路
事
業
及
び
下
あ
る
か
。

と
し
、
設
計
費
が
六
月
県
議
会
に
一号
、
二
つ
に
は
市
民
の
芸
術
一今
後
市
民
委
員
会
言
通
じ
旦
易
水
道
は
三
本
自
の
テ
ス
ト
ポ
か
刻
伊
団
組
制
喝
、
訓
白
司

aa--E康
一分
譲
地
を
公
共
事
業
に
抵
触
し
一
対
象
と
し
て
は
、
都
市
計
画
一城
東
区
画
整
理
事
業
推
進
年
度
一
答
北
部
地
減
市
民
セ
ン
F

-
計
上
さ
れ
た
。

一文
化
買
の
拠
点
警
と
し
て
一民
の
意
見
を
開
き
な
が
ら
、
本
一
l
リ
ン
グ
の
景
品
が
予
定
水

JJ
b
L
V主
制

初

当

・

視

一た
地
権
者
へ
の
優
先
分
譲
喜
一
街
路
の
上
原
・

3、
善
一
を
分
譲
年
度
に
お
け
る
用
地
費
一l
は
公
民
自
と
し
て
国
の

」
こ
の
よ
う
な
状
況
を
ふ
ま
え
一の

文

京

l
w。

一年
中
に
は
重
構
想
を
策
定
し
一
抵
の
%
重
で
あ
っ
た
た
め
、
先

…
義

援

頭

説

話

白

地

一え

て

い

る

か

。

一

光

寺

・

2線
、
和
戸
・
山
富
一単
価
差
に
つ
い
て
は
、
一
切
補
一習
を
う
け
て
建
設
す
る
も
の

議
一
本
市
と
し
て
も
総
合
市
民
会
館
一

三

つ

に

ま

符

産

品

等

の

常

設

一

て

、

芝

、

。

一

?
3

・2国庫
園

駅

陥

温

・

圃

現

一
答
原
則
と
し
て
都
市
計
回
一線
及
び
城
東
地
区
区
岡
整
理
主
償
せ
ず
分
譲
時
期
の
価
格
を
も
一で
図
密
館
分
館
と
し
て
位
置
づ

-
一

【

}

一

し

し

一に
揚
水
量
を
確
保
し
て
あ
る
こ

'

隊

仏
壇
圃
F
L暗
闇
圃
・
・
・
哩
岨
.
垂
3
5

(2) 昭和55年8月1日

一
般
質
問
は
七
月
二
日
か
ら
四
日
ま
で
の
三
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
へ
氏
が
各
党

派
を
代
表
し
て
福
祉
、
農
業
行
政
、
震
害
対
策
、
広
域
行
政
等
、
当
面
す
る
市
政
の
問
題

点
を
と
り
あ
げ
、
き
び
し
い
暑
さ
の
中
で
活
発
な
質
問
を
展
開
し
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内

容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

総
合
市
民
会
館
構
想
は

帯
那
簡
易
水
道

実
現
の
見
通
し
は 1llllIllllllllll1ntHllltlllllllllll.日山!!Iml川川ItIlMItIMI川IIl1nll:NJ!l1川剛山11111"111制IIIIINIIII細川削附1111111111111

広
域
火
葬
場
の

建
設
は
可
能
か
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社
会
情
勢
の
中
で
六
十
一
年
国
↑
と
の
一
年
、
民
生
委
員
会
の
一
分
程
、
市
民
参
加
の
市
政
を
進
一
を
し
、
何
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
二
り
ま
す
が
お
元
気
で
す
か
。
早

引
く

U
コU
R〕

一
体
を
初
め
大
き
な
問
題
を
抱
え
一
副
委
員
長
を
つ
と
め
さ
せ
て
い
一
め
る
た
め
、
自
己
研
績
を
積
み
一
議
会
と
は
乙
ん
な
と
ζ

ろ
な
の
一
い
も
の
で
お
除
を
頂
い
て
か
ら

f
k
f
k
f
t
r、
一
た
甲
府
市
政
に
直
接
参
画
が
出
一
た
だ
き
ま
し
た
が
、
勉
強
不
足
一
街
づ
く
り
に
全
力
投
球
し
た
い
一
だ
ろ
う
か
、
議
員
の
仕
事
と
は
一
す
で
に
一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

昨
年
五
月
、
新
し
く
市
議
会
一
来
る
立
場
に
あ
る
者
と
し
て
心
一
の
た
め
、
も
っ
と
突
込
ん
だ
勉
一
も
の
で
あ
り
ま
す
。
一
何
だ
ろ
う
、
と
自
問
自
答
を
重
一
昔
か
ら
の
議
会
の
綾
々
な
し
き

議
員
に
な
ら
れ
た
方
々
に
、
誠
一
し
て
モ
の
推
進
に
努
力
い
た
し
一
強
が
必
要
で
あ
る
事
を
痛
感
し
一

1
1
0
1
1
0
-ー
一
ね
た
一
年
で
し
た
。
乙
の
社
会
一
た
り
に
ど
う
も
馴
染
め
な
か
っ

員
生
活
一
年
を
か
え
り
み
て
、
一
ま
す
。
市
民
の
要
求
が
多
犠
化
一
て
い
ま
す
。

一

堀
口
菊
雄
一
な
ら
で
わ
の
さ
ま
ざ
ま
な
習
慣
一
た
一
年
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、

感
想
な
ら
び
に
今
後
の
市
政
に
一
し
た
昨
今
そ
の
難
し
さ
を
と
も
一
甲
府
市
政
は
、
大
型
事
業
が
一
昨
年
四
月
当
選
さ
せ
て
い
た
-
常
識
、
ど
う
に
も
な
ら
ぬ
数
の
一
ど
う
や
ら
乙
の
頃
、
「
見
習
い
期

対
す
る
抱
負
を
寄
せ
て
い
た
だ
一
に
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
議
一
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
推
一だ
き
、
市
政
推
進
の
た
め
一
年
一
原
理
、
既
成
社
会
の
壁
の
厚
さ
一
間
は
終
わ
っ
た
」
と
自
分
で
も

き
ま
し
た
。
一
員
と
し
て
そ
の
政
治
盗
勢
を
常
一
進
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
多
仲
間
一聞
の
中
で
、
特
に
関
係
し
た
建
一
に
僻
易
す
る
昨
今
で
あ
り
、
だ
一
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

1
1
0
1
1
0
1
|

一
に
明
確
に
、
清
潔
に
今
後
の
議
一
化
す
る
、
市
民
の
ニ

1
ズ
に
応
一設
経
済
委
員
会
の
委
員
と
甲
府
↑
か
ら
新
人
の
エ
ネ
庁
ギ

l
の
結
一
多
く
の
大
型
計
画
を
抱
え
た
甲

福
島
勇
一
会
活
動
を
精
一
ば
い
頑
張
り
ま
一
え
て
い
く
、
き
め
細
い
配
慮
に
一駅
近
代
化
促
進
並
び
に
交
通
問
一
集
が
必
要
で
す
。
議
会
社
会
の
一
府
市
の
八
十
年
代
。
提
言
を
し

七
十
兆
の
赤
字
国
債
を
抱
え
一
す
。
一
欠
け
ぬ
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
一
題
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
一
因
習
の
変
革
の
た
め
に
、
と
自
一
審
査
を
し
議
員
活
動
へ
の
専
念

る
国
家
財
政
健
全
化
へ
の
影
響
一

1
1
0I
l
o
-
-

一
い
と
思
い
ま
す
。
一
の
副
委
員
長
と
し
て
、
甲
府
市
一
か
ら
を
励
ま
し
て
い
ま
す
。
一
こ
そ
「
我
が
使
命
」
と
考
え
ま

は

地

方

自

治

体

に

と

っ

て

無

関

一

岡

伸

一

I
lo
i
l
o
-
ー

一の
将
来
展
望
に
立
ち
現
実
に
取
一

1
1
0
|
jo
l
-

-す
。
一
層
の
と
綬
鍵
を
お
願
い

係

で

は

あ

り

得

な

い

。

限

ら

れ

一

昨

年

四

月

「

河

口

革

新

市

政

一

一

千

野

た

け
る
一
致
し
ま
す
。

た
行
財
政
の
中
で
、
多
織
な
市
石
発
展
」
を
訴
え
、
当
選
さ
せ
一
h
・
冨
園
田
園

-a図
書

園

田

園

，

一

面

放

に

新

風
?
を
旗
印
一

!
l
O
Il
o
-
-

一

一

一

民

今

了

ズ

に

応

え

る

に

は

、

一

て

い

た

だ

き

ま

し

た

南

部

、

山

一

.

刻

M
・

R
H
a
-
-
J・
2
墨

.

一

と

し

て

、

主

権

者

で

あ

る

市

民

一

岡

田

修

一業

者

と

、

今

回

、

諮

負

契

約

を

一

運

用

に

つ

い

て

は

、

明

確

化

を

一

一

一

aF際
匹
副
園
田
，
脳
国
国
際
比
幽
・

E
E晶
司

一

一

一

一

一

市

民

と

の

対

話

を

も

う

一

度

認

一

城

地

区

の

岡

伸

で

す

。

一

a
a
E噸
聞
国
固
・
・
・
・
・
・
・
圃
・
園
開

r
E
F

一
の
た
め
の
市
政
を
実
現
す
る
た
一
私
達
議
員
は
市
政
が
清
潔
、

一

結

ぶ

乙

と

は

、

市

民

の

立

窃

と

一

図

り

、

公

正

に

し

て

明

朗

な

指

一

一

一

h
喧
園

s・
・
・
・
・
園
・
・
・
・
圃
温
.
.
 
，

一

一

一

一

↑

識

し

た

上

で

重

点

主

設

を

と

り

一

乙

の

閥

、

昨

年

六

月

の

初

議

一

・

園

通

語

調

細

掴

靖

国

司

回

一

め

に

は

、

明

る

く

、

正

し

い
選
一
公
正
に
行
な
わ
れ
て
い
る
か
ど

一

し

て

理

解

が

出

来

な

い

の

で

反

一

名

選

定

を

行

う

べ

き

だ

と

の

強

一

」

一

a
E酢
E
E
E
E
E
E
E
-
-

一

一

一

一効
率
の
高
い
途
を
探
さ
な
け
れ
ム
会
に
お
し
て
、
社
会
党
を
代
表
一

4
・
園
田
園
圃
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
司
一
挙
か
ら
、
と
法
定
選
挙
費
用
の
一
う
か
、
審
査
権
限
を
ゆ
だ
ね
ら

十
対
す
る
旨
の
窓
見
が
あ
り
、
採
一
い
要
望
が
あ
っ
た
の
に
対
し
、
一
ば
な
ら
な
い
。
都
市
基
盤
の
笠
し
一
般
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
一

I
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

一
完
全
厳
守
で
、
市
政
に
送
っ
て
一
れ
、
一
般
職
の
職
員
と
共
に
特

一
決
の
結
果
賛
成
多
数
を
も
っ
て
一
当
局
よ
り
、
要
綱
の
運
用
に
つ
扇
・
産
業
の
振
興
と
云
う
日
笠
き
ま
し
た
が
、
特
に
、
三
月
の
一
飯
島
勇
一
り
組
ん
で
一
年
間
反
省
し
て
見
一
い
た
だ
き
早
や
一
年
を
経
過
し
一
別
職
の
公
務
員
と
し
て
活
動
し

一
原
案
の
と
お
り
可
決
す
る
も
の
一
い
て
は
出
来
る
だ
け
速
や
か
に
一
生
活
に
密
指
し
た
諸
施
策
と
、
一
予
算
安
員
会
審
議
は
大
笈
勉
強
一
私
は
、
今
、
自
分
の
生
ま
れ
一ま
す
と
、
こ
れ
か
ら
の
甲
府
市
一
ま
し
た
が
、
私
は
政
治
の
恩
恵
一
て
い
ま
す
。

一
と
決
し
ま
し
た
。
一
検
討
に
入
る
旨
の
答
弁
が
あ
り
一
懸
案
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
ニ
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
六
一
育
っ
た
甲
府
市
で
街
づ
く
り
に
一
発
展
は
南
部
と
西
部
方
面
に
期
一
を
取
も
必
要
と
す
る
弱
者
の
立
一
こ
の
立
場
を
失
な
う
と
、
市

一
な
お
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
一
ま
し
た
。
一
進
と
の
調
和
を
何
処
に
求
め
る
一
年
国
体
を
は
じ
め
、
大
吉
な
一
参
画
で
き
る
こ
と
に
生
甲
斐
を
一
待
を
す
る
の
が
比
較
的
に
障
害
一
場
に
あ
る
人
が
、
少
し
で
も
、
一
政
が
腐
敗
し
、
民
主
主
義
が
形

一
い
て
は
、
特
に
指
名
選
定
に
つ
一
請
願
「
公
私
立
幼
稚
園
保
護
一
か
が
迫
ら
れ
た
課
題
と
い
え
三
問
題
が
山
積
さ
れ
て
お
り
ま
す
一
感
じ
て
ま
す
。
一
が
少
な
い
よ
う
に

感
じ
ま
し
十
よ
り
よ
い
生
活
が
出
来
る
た
め
一
骸
化
す
る
と
思
い
ま
す
。

一
い
て
委

り

各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て
、

総
務
・
建
設
経
済
委
員
会
は
七
月
五
日

・
七
日

の
二
日
間
に
わ
た
り
、
民
生
・
水
道
委
員
会
は

七
月
五
日
そ
れ
ぞ
れ
委
員
会
を
開
会
、
現
地
視

察
を
ま
じ
え
る
な
か
で
、
慎
重
に
審
査
し
た
経

過
と
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

よfご三』
A 議市

指
名
選
定
要
綱
で
万
全
を
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